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Friedman APと GrangerMEが編集している頭痛に関する研究の展望書の第4巻。 1967， 
1969，1972年につづいて出たもので，本巻には 9篇が載せられている。内容的には総説，原著さら
に症例報告的なものまであり，長短もさまざまである。 }I頃を追って簡単に紹介すると，
し Cleveland SEの Theplace of the head in the body image (p. 1，...17)は身体像にお
ける頭の位置・機能・異常およびその現われとしての言語などについてのやや哲学的な総説。 
2. Behrens 1¥在M の Headacheand head pains associated with diseases of the eye (p. 
18，...35)は眼性のものとして外限筋平衡異常，眼炎，視神経炎， 限内圧上昇，限外性のものとして
結膜炎，角膜ヒ皮損傷，麦粒腫さらには帯状砲疹等々の疾患と頭痛との関係を巾広く展望。 
3. Spira P J らの The effects of humoral agents and antimigraine drugs on the 
cranial circulation of the monkey (p. 37，...75)は本巻唯一の原著で頁数も多く，内容もなかな
かユニークである。すなわち偏頭痛が脳循環の異常に由来するものであり，その異常は種々の体液
性伝達物質に中介されるが，とくに bradykininは平常レベルで血管緊張を修飾していると述べて
いる。その他の考えうるすべての伝達物質も病的状態では収縮的あるいは拡張的な血管作用を現わ
しうる濃度に増量している。また histamineの受容器には H" H2 があり，抗ヒスタミン薬のう
ち H2受容器に対する桔抗を示すものだけが，偏頭痛に対して効果があること。さらに二三の抗頭
痛薬についても，その作用機序についても研究されてあり，まさに圧巻といえる。 
4. Dalessio DLの Therelationship of vasoactive substances to vascular permeability， 
and their role in migraine (p. 76，...84)は障害に関連して起こる血管透過性上昇は，血管作動物
質の遊離を促がし，これはとくに動脈壁中の免疫複合体の減少しているときに起こりやすい。従っ
て適切な時期にその姑抗物質を与えれば，偏頭痛を防ぐことができるo その効果を期待できるもの
として抗ヒスタミン，抗セロトニン物質をあげ，短文ながら明快なまとめである。 
5. Pinnas JLと VanselowHAの Relationsipof allergy to headache (p. 85，...95)はい

ろいろな頭痛のうち，アレルギー性鼻炎を伴う頭痛は 19Eを中介する反応で起こるのに対し，偏
頭痛や clusterheadache (群発頭痛:Horton's head acheともヒスタミン頭痛ともいわれる。
以下 CH)と免疫性因子との関連はないとする概説。 
6. Wood EHの Radiologicaltechniques in the examination of patients with headache 
(p. 96，...106)は頭蓋部の一般撮影検査，断層撮影，同位元素脳写図，脳温図，脳血管写などの手技
と適応について解説。とくにコンピューターを用いた断層撮影法は CHの診断に良いという。 
7. Wood EHと Friedman APの Thermography in cluster headache (p. 107，...111) 
は， 6年間， 112例の CHのうち 64%が周期的な頭痛に際して局所的低温部を示し，これがおそ
らく血管の変化にもとずくであろうところから，その診断への有用性を述べた症例報告的なもの。 
8. Zavala HAらの Therheoencephalogram and migraine (p. 112，...117)は，偏頭痛と CH
の患者の脳電図曲線から，頭痛は血管の収縮によって発生し拡張によって持続するとした短報。 
9. Goldensohn ESの Paroxysmaland other features of the electroencephalogram in 
migraine (p. 118，...128)は， EEGの図を駆使して一般に器質的変化のない頭痛では， とくに特
異的な EEG異常を認めないことが多いが，その中では偏頭痛のみはしばしば異常をみるところか
ら，これを鑑別診断に用いることが可能であろうとする諸家の意見をまとめたもの。
以上のごとく一見ぱらぱらのようでありながら，頭痛に関する hotな病態生理， 診断， 治療に
関するな情報が盛られていて，臨床家のみらず基礎的研究者にとっても，参考となる点が少なくな
い。たまたまこの巻のみを読んだが，前3巻も見てみたく， また 2，3年後の第 5巻にも期待が持
てるような一書であるo (萩原弥四郎) 
C千葉医学 52，196，1976) 
